
開講時期 3年次前期

単位数 1

時間数 15時間（8回） 実務経験 無

回 方法 備考

1

2

3

4

5

6

7 講義

8 試験

受講上の
注意

参考文献

授業前にテキストを熟読し受講してください。

DPとの関連

人は生まれてから死を迎えるまでの間に様々な困難に直面する。そうした困難に対し生活の安定化を

図るために社会保障制度がある。国民の最低限生活を保障するということは、人権の尊重や生活者と

みるために必要な知識となり看護展開に活かす能力が養われる授業構成としています。

して理解を深めていく必要がある。本授業では、その制度を理解し、看護者として病気ではなく病人を

社会福祉Ⅰで学習した社会保障を確認するとともに生活保
護制度等を解説し、体系的に整理します。高齢者福祉や障
害者福祉、児童家庭福祉の現状やニーズを把握し、看護
師の視点から実践方法について理解を深めるようにしてい
きます。各制度や関わる専門職との連携方法を通して、看
護師の視点から実践方法について理解を深めるようにして
いきます。

学習内容と成果

社会福祉Ⅰと併せて、社会保障を体系的に学習し、各制度や関わる専
門職との連携方法を理解し、看護師の視点から理解する。

授業目標

人々が生活するにあたって医療と社会福祉は密接に関係
しています。実践するうえで活用できる知識・技術を習得し
ましょう。

科目のねらい

野中　勝治

事前学習内容

科目名 社会福祉Ⅱ
講義担当者

使用する
テキスト

系統看護学講座　専門基礎分野　社会保障・社会福祉（医学書院）

評価方法
授業参加（30％）、終講試験（筆記70％）など総合的に評価

第８章　社会福祉実践と医療・看護
　　A　社会福祉とは
　　B　個別援助技術（ケースワーク）
　　C　集団援助技術（グループワーク）
　　D　間接援助技術と関連援助技術
　　E　社会福祉援助の検討課題
　　F　連携の重要性
　　G　社会福祉実践と医療・看護の連携
　　H　連携の場面とその方法

まとめ

第５章　所得保障
　　A　所得保障制度のしくみ
　　B　年金保険制度
　　C　社会手当　労働保険制度

講義

講義

講義

社会福祉Ⅰの振り返り
　第６章　公的扶助
　　　A　貧困・低所得問題と公的扶助制度
　　　B　生活保護制度のしくみ
　　　C　低所得対策
　　　D　近年の動向

第７章　社会福祉の分野とサービス
　　A　高齢者福祉
　　B　障害者福祉
　　C　児童家庭福祉



開講時期 3年次前期

単位数 1

時間数 15時間（8回） 実務経験 有：医療事務職（管理者）経験者

関係法規は2年後期に開講され30時間15コマの授業です。生活者を守るための基本的な法規を学ぶことや

関係職種と看護との関わりを通し自己の健康管理能力を獲得することを目指します。

ディプロマ・ポリシー(DP）の関係を築く力(倫理）、前に踏み出す力(アクション）、チームで働く力（協働）、

探求する力（成長）に関連づけられています。

回 方法 備考

1 講義

2

3

4

5

7 講義

8 講義 試験

受講上の
注意

参考文献

6

講義

講義

科目のねらい

DPとの関連

科目名 関係法規Ⅱ

小倉医療センター
医療事務職管理者

事前学習内容

薬務法
１）薬事法
　（１）目的　（２）薬局の種類と機能　（３）医薬品と医療用具の取扱い
２）薬剤師法
３）独立行政法人医薬品医療機器総合機構法
４）毒物及び劇物取締法
５）麻薬及び向精神薬取締法
６）大麻取締法
７）あへん法
８）覚せい剤取締法

講義担当者

テキストに沿って、法の概念、医療法、保健衛生法について講義します。必要に応じて、受講者に発言を求め、積極的な参加を促
します。講義を通じて、保健医療福祉に関する法制度の沿革、内容、役割を知り、従事者としてどうあるべきか、職種間の関係は
どうあるべきかを考える機会を提供するとともに、生活者の健康を守るために必要な知識を身につけていただきたいと思っていま
す。

保健医療に関する基本理念、関係制度、関係する職種の役
割を学び、生活者の健康を守るための基本的な法規と関係
職種の役割・機能について理解する。

環境法

まとめ

学習内容と成果

１．医療に関係する他職種の職務内容について理解できる。
２．生活者の生活環境の維持するための法律の種類・目的と概要
が理解できる。
３．生活者の生活を守る社会保障制度について基本概念としくみに
ついて理解できる。

授業目標

環境衛生法
社会保険法
１）費用保障　　２）年金と手当
福祉法
１）共通的福祉
　（１）社会福祉法　（２）生活保護法　（３）社会福祉士及び介護福祉士法
２）分野別福祉
（１）児童福祉法
（２）児童虐待の防止等に関する法律
（３）老人福祉
（４）高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律

労働法と社会整備
１）労働法
２）育児休業、介護休業等育児又は家族の介護を行う労働者の福祉
の関する法律
３）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律
４）医療従事者に関連の深い業務上の疾病

２年次に学んだ関係法規Ⅰの内容をふまえて、受講してくださ
い。

使用する
テキスト

系統看護学講座　専門基礎分野　看護関係法令（医学書院）

評価方法
授業参加、課題レポート、筆記試験など総合的に評価



開講時期 3年次前期

単位数 1

時間数 15時間（8回） 実務経験 有：看護部長

看護管理は、看護管理者だけではなく、看護学生を含めた全ての看護職者が理解しておかなければ

回 方法 備考

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 まとめ

受講上の
注意

参考文献

DPとの関連

学習内容と成果

看護管理の考え方とマネジメントに必要な知識・技術を学び、組織における
看護師の役割の重要性を理解する。本授業の到達目標は次のとおりであ
る。
①組織とマネジメントについて理解する（マネジメントプロセスとマネジメント
サイクル等）
②看護管理に必要な法律・制度・政策について理解する。
③看護管理の対象と、その実践範囲について理解する。

授業目標

なりません。看護管理がどのように行われているか、臨地実習をとおして理解を深めることができると

考えます。ディプロマ・ポリシー（DP）の関係を築く力（倫理）、チームで働く力（協働）、探求する力

科目名 看護管理
講義担当者

基礎分野　人間生活と社会の理解　地域と社会、専門分野　看護学概論、地域在宅看護論、成人看護学　専門職連携教育、
臨床判断と看護の実践など関連する既習学習は多岐にわたります。復習しておきましょう。

看護管理の概念と実践に必要な管理の基本について学び、看護
サービスを提供するうえで、看護管理がどのように看護の質に影響
するか考える。また、講義での学びを、統合実習等の臨床実習に繋
げれるよう、施設における看護管理の実際例を含め講義する。

小倉医療センター看護部長

事前学習内容

科目のねらい

（成長）に関連づけられています。

看護サービスのマネジメント（情報や技術のマネジメント
サービスの評価）

看護サービスのマネジメント
（組織目的達成のためのマネジメント）

看護サービスのマネジメント（協働のためのマネジメント）

看護とマネジメント
（看護管理とは　看護におけるマネジメントの考え方）

看護職が提供するケアのマネジメント
（マネジメントの過程と機能）

看護をとりまく諸制度

組織や個人とマネジメント（組織論　リーダーシップ等）

使用する
テキスト

系統看護学講座　統合分野　看護管理（医学書院）

評価方法

看護サービス管理　　中西睦子編集（医学書院）

看護管理学テキスト　（日本看護協会出版会）

出席状況及び授業参加への意欲、筆記試験

終講試験

臨床実習の現場で看護管理が具体的に、どの様に展開
されているか確認し、学びを深めていく。



開講時期 3年次前期

単位数 1

時間数 15時間（8回） 実務経験 有：看護師実務経験者

災害看護の役割と実際の活動の基礎を学習することで、地域・社会で今後も発生すると予想されて

回 方法 備考

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 まとめ

受講上の
注意

参考文献

使用する
テキスト

系統看護学講座　統合分野　　災害看護学（医学書院）

評価方法

授業参加への意欲、筆記試験

トリアージ（机上シミレーション・演習）

トリアージ（演習）

国際救護法について

終講試験

いつ起こるかわからない災害について学習することで災
害を身近なものととらえ発災時に看護職として少しでも力
を発揮することが出来るようになってもらいたい。また学
習した知識をもとに防災意識を高めてほしい。

授業目標

いる。集中豪雨などの局地的災害、また地震などによる大規模災害時の対応について理解を深める

チームで働く力（成長）に関連付けられています。

ことができると考えます。ディプロマ・ポリシー（DP)の関係を築く力（倫理）、考え抜く力（シンキング）、

科目名 災害看護
講義担当者

災害看護の対象は人々、コミュニティー、そして社会であるため、対象の人の心理や地域社会の構造などの
基礎知識の確認をして下さい。また、連携して活動を行う多職種についても復習しておきましょう。

災害発生は突然起こりひとたび起こると人々の健康・生活に大きな
影響を与え通常の医療体系では対応できず特殊な医療・看護が必
要になる。災害の種類特徴を理解し、看護職が果たすべき役割と行
政・地域の支援体制などを教授し災害急性期から慢性期・回復期に
至る災害サイクルに沿った看護を理解する。基礎知識を利用し学生
自身が災害発生時にトリアージや応急処置について実施すること
が出来る。

西　誠一

事前学習内容

災害の定義・種類・行政の働き
（過去の災害について・災害関係の法律）

災害サイクルに応じた看護（急性期・亜急性期の対応）

災害の種類特性に応じた看護展開・地震災害について
（東日本大震災について）（教材ビデオ）

応急処置（教材ビデオ）

科目のねらい

DPとの関連

学習内容と成果

1．災害看護の基礎知識を理解する。
2．災害医療災害看護の概念を理解する。



開講時期 3年次通年

単位数 1

時間数 30時間（15回） 実務経験 有：看護師実務経験者

臨床判断と看護は3年前期に開講され、30時間15コマの授業です。ライフステージのおける健康上

のニーズの把握と、患者の状態を推測し実践に繋げていく思考過程をを通し、ディプロマ・ポリシー

(DP）の関係を築く力(倫理）、前に踏み出す力(アクション）、チームで働く力（協働）、探求する力

（成長）に関連づけられていることを念頭に授業を行っています。

回 方法 備考

1 講義・DVD

2 演習

3 演習

4

5

6 講義・演習

7 講義・DVD

8 演習

9 演習

10 講義

11 演習

12 講義

13 演習

14

15

受講上の
注意

参考文献

科目名 臨床看護の実践
講義担当者

専門基礎分野で学んだ学習内容を復習し授業に臨んでください

この授業では、実際の看護場面に準じた事例を通して看護の実際
を考えていきます。複数の患者を受け持った場合に起こる多重課題
の優先度の考え方や効果的な時間の使い方等、これまで学習した
知識・技術を統合し、臨床現場に近い状況での看護をグループワー
ク・演習を中心に学習します。

野村美由紀・幸田　鳴美
西　誠一・中野真梨子

竹本祐子

事前学習内容

科目のねらい 授業目標

臨床看護の実践について

DPとの関連

学習内容と成果

１．多床室の状況をイメージし、複数の患者を同時に受け持つ看護実践が理解でき
る。
２．事例による対象の情報収集をフィジカルアセスメントを中心に行い、身体的・精神
的・社会的な理解ができる。
３．収集した情報を分析・解釈し、その対象に応じた計画が立案できる。
４．援助時の多重課題への対応を考えることができる。
５．複数の看護技術を統合した援助ができる。

個人ワーク　　事例1

シミュレーション学習・デブリーフィング　　事例2

演習

評価方法

必要時、資料を配布します。

出席状況、授業参加度、課題レポート、グループワークの成果、筆記試験、実技試験を総合し評価します。

個人ワーク　　事例2

グループワーク　　事例2

使用する
テキスト

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護学　基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ　臨床看護総論（医学書院）

OSCE・デブリーフィング（実技試験）

また、所定のレポート等の提出をもって筆記試験の受験資格とします。

DVD事例を基に、より臨床に近い形で看護を考えていきます。
グループワークを中心に講義を進めますので、積極的に参加
してください。また、看護実践の発表では、参加者全員でディス
カッションを行い学びを深めたいと思います。

グループワーク　　事例1

シミュレーション学習・デブリーフィング　　事例1

全体デブリーフィング発表　　事例1

全体デブリーフィング発表　　事例2

シミュレーション学習・デブリーフィング　　事例1・2


